
山形県文化財保護審議会長殿

山形県指定有形文化財の指定について侍舒劼
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国の文化財登録の状況について 

 

１ 登録有形文化財（建造物）の新登録 

（１）令和５年８月７日登録（官報告示） 

  ○古勢起屋
こ せ き や

本館（尾花沢市） 

   国登録有形文化財（建造物）の件数 
 現在登録件数 今回登録件数 合計 

山形県 １９５ １ １９６ 

全 国 １３，６３２ １４７ １３，７７９ 

 

（２）令和６年３月６日登録（官報告示） 

  ○小嶋
こ じ ま

総本店
そうほんてん

店舗兼
てんぽけん

主屋
お も や

ほか 11 件（米沢市） 

   国登録有形文化財（建造物）の件数 
 

現在登録件数 今回登録件数 合計 

山形県 １９６ １２ ２０８ 

全 国 １３，７４５ ２９０ １４，０３５ 

 

 
２ 登録無形民俗文化財の新登録（令和６年１月 19 日 文化審議会の答申） 

 （正式登録は官報告示後） 

  ○庄内の笹巻製造技術 

   国登録無形民俗文化財の件数 
 現在登録件数 今回登録件数 合計 

山形県 ０ １ １ 

全 国 ４ ２ ６ 

 ※無形民俗文化財の登録制度は、令和３年６月14日に施行された文化財保護法の一

部を改正する法律で新設されたもので、今回の登録が本県では初の登録。 
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（
別
紙
１
）

 

名
称
 

所
在
地
 

建
設
年

代
 

特
徴
な

ど
 

種
別
 

基
準

 

古
勢
起
屋
本
館

 
尾
花
沢
市
 

大
正
３
年
/
 

昭
和
７
年
増
築
、
 

令
和
４
年
改
修
 

銀
山
温
泉
街
に
あ
る
木
造
三
階
建
て
温
泉
旅
館
。
一
階

表
通
り
に
浴
室

を

設
け
る
当
地
旅
館
の
典
型
で
、
玄
関
構
え
と
二
・
三
階

の
正
面
縁
側
が

温

泉
街
の
風
情
を
形
成
す
る
。
 

産
業
３
次

 
1
 

参
考
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
基
準
＝
登
録
有
形
文
化
財
登
録
基
準
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
 
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
 
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
 
再
現
す
る
も
の
が
容
易
で
な
い
も
の
 

 【
写
真
】
 

 

 
 

外
観
 

内
部
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 （
別
紙
２
）

 

名
称
 

所
在
地
 

建
設
年

代
 

特
徴
な

ど
 

種
別
 

基
準

 

小
嶋

総
本

店
店
舗
兼

て
ん

ぽ
け

ん

主
屋

お
も

や

 

米
沢
市
 

大
正
８
年
／
 

昭
和
前
期
増
築
、
 

昭
和

4
8
年
改
修
 

米
沢
旧
城

下
の
南
東

口
に

位
置
す
る

造
り
酒
屋

。
敷

地
北
東
隅

に

通
り
に
面

し
て
主
屋

を
建

て
、
南
に

醸
造
及
び

商
品

出
荷
用
の

一

号
蔵
か
ら

五
号
蔵
、

作
業

場
及
び
倉

庫
を
三
列

に
配

し
、
主
屋

の

西
に
は
文
庫
蔵

ぶ
ん

こ
ぐ

ら

※
１
の
土
蔵
と

屋
敷

や
し

き

神が
み

の
稲
生
社
本
殿
を
建
て
る
。

大
正
８
年

米
沢
大
火

直
後

に
建
て
た

店
舗
兼
主

屋
は

間
口
長
大

な

近
代
和
風
建
築
。
一
号
蔵
は
、
合

掌
が
っ
し

ょ
う

の
中
程
を
受
け
る
束つ
か

を
桁け
た

行ゆ
き

貫ぬ
き

で
固
め
、

小
舞

こ
ま

い

下
地

し
た

じ

の
屋
根

裏
を
現

し
た

独
特

の
小

屋
組
。

白し
ろ

漆
喰

し
っ
く

い

塗ぬ
り

の
外
壁
腰

に
赤
瓦

の
海
鼠

な
ま

こ

壁
と
し
た
長
大

な
土
蔵

。
二
号

蔵
は
一
号

蔵
と
共
通

の
意

匠
が
整
っ

た
街
路
景

観
を

創
出
、
三

号

蔵
は

西
側

は
庇ひ
さ
し

を
含

め
て

大
屋

根
を

一
連

で
葺
降

ふ
き

お
ろ

し
た

大
規

模

な
土
蔵
。

四
号
蔵
は

南
北

両
妻
に
両

開
き
戸
口

を
設

け
た
長
大

な

仕
込
蔵

し
こ

み
ぐ

ら

。
五
号
蔵

は
敷
地

南
側
の

景
観
を
つ

く
る
仕

込
蔵
。

倉
庫

は
小
屋
組
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

※
２
で
柱
と
陸ろ
く

梁ば
り

※
３
を
方ほ
う

杖づ
え

※
４
で
挟
む
。
敷
地
南
東
隅

の
景
観
を
つ
く
る
。
土
蔵
は
造
作

丁
寧

な
文
庫
蔵

で
、
敷
地

北
の

景
観
の
要

。
作
業
場

は
南

面
に
三
号

蔵

と
四
号
蔵

の
戸
口
が

開
き

蔵
前
を
な

す
。
北
に

は
ボ

イ
ラ
ー
室

や

瓶
詰
工
場

が
接
続
す

る
通

路
兼
作
業

場
。
稲
生

社
本

殿
は
小
規

模

な
が
ら
質

実
な
つ
く

り
。

主
屋
と
同

時
期
の
表

門
及

び
板
塀
、

北

板
塀
が
一

体
と
な
っ

て
、

米
沢
旧
城

下
の
歴
史

的
な

景
観
を
つ

く

る
。
 

   

【
特
記
事
項
（
※
）
に
つ
い
て
は
次
ペ

ー
ジ
参
照
】

 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
一
号
蔵

い
ち

ご
う
く
ら

 
明
治
前
期
／
 

昭
和

3
0
年
代
改
修

 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
二
号
蔵

に
ご

う
く

ら

 
明
治
後
期
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
三
号
蔵

さ
ん

ご
う
く
ら

 
江
戸
末
期
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
四
号
蔵

よ
ん

ご
う
く
ら

 
明
治
中
期
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
五
号
蔵

ご
ご

う
く

ら

 
大
正

1
1
年
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
倉
庫

そ
う

こ

 
大
正
後
期
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
土
蔵

ど
ぞ

う

 
明
治
前
期
／
 

昭
和

4
9
年
移
築
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
作
業
場

さ
ぎ

ょ
う

ば

 
大
正
後
期
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋

総
本

店
三
日
月

み
か

づ
き

稲
生

い
な

り

社
本

し
ゃ

ほ
ん

殿で
ん

 

昭
和
４
年
／
 

昭
和

4
9
年
移
築
 

産
業
２
次

 
２
 

小
嶋

総
本

店
門も

ん

及
び

お
よ

び

板
塀

い
た
べ
い

 

大
正
８
年
頃
 

産
業
２
次

 
１
 

小
嶋
総
本
店
北
板
塀

き
た

い
た
べ
い

 
大
正
８
年
頃
 

産
業
２
次

 
１
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  【
特
記
事
項
】
 

※
１
 
文
庫
蔵
：
重
要
な
文
書
や
金
品
な
ど
を
し
ま
っ
て
お
く
た
め
に
火
事
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
堅
固

に
作
ら
れ
た
蔵
 

※
２
 
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
：
ト
ラ
ス
構
造
の
形
状
の
一
つ
で
、
山
形
の
ト
ラ
ス
で
束
材
が
入

っ
た
も

の
 

※
３
 
陸
梁
：
小
屋
組
に
用
い
ら
れ
る
水
平
な
梁
 

※
４
 
方
杖
：
垂
直
材
と
水
平
材
の
交
わ
る
箇
所
に
、
斜
め
に
取
り
付
け
る
補
強
材
 

 【
参
考
】
 

○
種
別
 

産
業
１
次
 

農
業
、
漁
業
、
林
業
、
農
業
用
水
、
煙
草
栽
培
 

産
業
２
次
 

鉱
業
、
工
業
、
繊
維
、
酒
・
味
噌
・
醤
油
醸
造
、
工
業
組
合
 

産
業
３
次
 

商
業
、
店
舗
、
銀
行
、
薬
局
、
旅
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
商
業
組
合
、
運
輸
 

交
通
 

駅
、
鉄
道
、
道
路
、
港
湾
 

官
公
庁
舎
 

県
庁
舎
、
市
役
所
、
町
村
役
場
、
裁
判
所
、
警
察
署
、
郵
便
局
、
電
話
局
 

学
校
 

小
中
学
校
、
高
校
、
大
学
、
幼
稚
園
 

生
活
関
連
 

上
下
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
、
発
電
所
 

文
化
福
祉
 

図
書
館
、
博
物
館
、
公
会
堂
、
劇
場
、
迎
賓
施
設
、
病
院
、
浴
場
、
保
育
所
 

住
宅
 

農
家
、
町
家
、
住
宅
、
別
荘
 

宗
教
 

寺
院
、
神
社
、
教
会
 

治
山
治
水
 

堰
堤
、
砂
防
、
水
路
工
 

そ
の
他
 

旧
陸
軍
、
旧
海
軍
、
船
舶
 

 〇
基
準
（
登
録
有
形
文
化
財
登
録
基
準
）
 

原
則
と
し
て
建
設
後

5
0
年
を
経
過
し
た
も
の
の
う
ち
 

１
 
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
 

２
 
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
 

３
 
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
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  【
写
真
】
 

 

 

 
 

店
舗
兼
主
屋
 

一
号
蔵
 

二
号
蔵
 

 

 

 

 
 

三
号
蔵
 

四
号
蔵
 

五
号
蔵
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倉
庫
 

土
蔵
 

作
業
場
 

 

 

 

 
 

三
日
月
稲
生
社
本
殿
 

門
及
び
板
塀
 

北
板
塀
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（別紙３） 

○文化財の名称  庄内の笹巻製造技術 

○文化財の所在地  山形県 

○保 護 団 体  特定せず 

○公  開  日  ５月～６月 

○文化財の概要 

 【登録の趣旨】 

   季節の節目である節供
せ っ く

には、行事食を伴うことが多い。端午の節供においては、粽
ちまき

をつくって振る舞う風習が各地に見られ、その製法については、臼で挽いた米粉を材

料とし、蒸して製造されることが多い。これに対して、山形県の庄内地方に伝承され

る笹巻は、米を粒のまま煮る製法でつくられ、また、灰汁
あ く

を用いた独特の製法もみら

れる。その形状も多様で、地域的な特色が豊かに認められる。本件は、特色のある行

事食の製造技術であり、我が国における粽の製造技術やその地域差を考える上で注目

される。 

 

 【文化財の説明】 

   本件は、山形県北西部の庄内地方に伝承されてきた、笹巻と呼ばれる行事食の製造

技術である。笹巻は、粽の一種で、庄内地方においては、邪気を払い、男児の無事な

成長を祝って各家で作られてきた。もち米を材料とし、粒のまま笹で包んで形を整え、

イグサやスゲで固く縛り、数時間煮ることで完成となる。形状には、四面体型や三角

型、たけのこ型などの種類があり、また、庄内南部の鶴岡などでは、灰汁を加えるこ

とで保存性を高めた、黄色の笹巻の製造技術も継承されている。出来上がった笹巻は、

きな粉や黒蜜をかけて食べる。 

 

〇基準（登録無形民俗文化財登録基準） 

保存及び活用の措置が特に必要な風俗慣習、民俗芸能又は民俗技術のうち 

１ 基盤的な生活文化の特色を有するもの 

２ 発生若しくは成立又は変遷の過程を示すもの 

３ 地域的特色を示すもの（→本件はこの基準に該当） 

４ 時代の特徴をよく伝えているもの 

 

【写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笹巻の製造作業 完成した笹巻 
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